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子どもの自治的な活動について 

児童活動部長 工藤 祐太 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝１１月行事予定＝ 

３（月） 

４（火） 

 

５（水） 

６（木） 

１０（月） 

１１（火） 

１２（水） 

 

１３（木） 

 

１５（土） 

１７（月） 

１８（火） 

 

２０（木） 

 

２３（日） 

２４（月） 

２５（火） 

２８（金） 

文化の日 

全校朝会 

秋のハルニレ交流会（～10日） 

４５６年クラブ活動（最終） 

５６年ＡＬＴ 

５６年ＡＬＴ 

３４年・たけのこＡＬＴ 

学習発表会児童日①（１３５年発表） 

５６年児童委員会活動 

学習発表会児童日② 

（２４６年・たけのこ発表） 

学習発表会 

振替休業日 

５６年ＡＬＴ 

跳び箱運動週間（～12/12） 

３４年ＡＬＴ 

就学時健診（１２年給食あり・午前授業） 

勤労感謝の日 

振替休日 

食物アレルギー調査配付 

食物アレルギー調査回収〆切 

たけのこ）白石区幼保小特別支

援学級公開授業 

３４年ＡＬＴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市立白石小学校 

学校だより №．８ 

令和７年１０月３１日 

 

※白石小定期配信メールで、情報発信して

います。「すぐーる」の通知をオンにしていただ

き、必ずお読みいただきますようお願いします。 

札幌市の学校では、「一人一人が大切にされている」

と思える学校づくりを目指しています。自分やまわりの

人を大切にするために、札幌市の子どもたちから意見を

募り、「プラスのまほう」という合言葉が定められまし

た。（さっぽろっ子自治的な活動 子ども運営委員会）。 

 「プラス＝PLUS」のアルファベット一つ一つには、

意味があります。「P＝Positive＝前向きな考えで」「L＝

Love＝互いを大切に」「U＝Unique＝個性を認め合い」

「S＝Smile＝笑顔あふれるさっぽろに」というもので

す。 

 本校では、子どもたち同士を「繋ぐ」ことを大切にし

ています。あらゆることに大人が手助けをし、全てを解

決していれば、その時その時は円滑に進むかもしれませ

ん。（大人の介入が必要なケースもあります。）しかし、

多少時間が掛かっても、子どもたち同士で対話を重ねる

中で、折り合いを付け、よりよい方向性を探っていく過

程は、とても大切な経験となります。  

 高学年による委員会活動は「子どもたち自身でよりよ

い学校づくり」をするという点で、子どもの自治的な活

動の代表的なものといえます。児童会の「挨拶ビンゴ」、

学校を笑顔一杯にするための意見を集める「スマイルボ

ックス」を中心に、各委員会がクイズ作り、ポスター作

り、イベントを企画・開催しています。  

 委員会活動に限らず、学校生活における学びや遊びの

中には、友達と考えや気持ちを伝え合う場面が、沢山あ

ります。それらを伝えるためには、「言葉」が必要にな

ってきます。その際に大切なのが「相手を想いやった言

葉選び」です。子どもも職員も言葉を大切にする学校は、

「一人一人が大切にされている」と感じられるはずで

す。 

 今月は、学習発表会があります。自分たちでよりよい

発表をつくるために、各学年の子どもたちの話し合い活

動も活発になってきています。仲間と心を一つにして表

現する姿を御覧いただければと思います。  

 

テーマ みんなが主役 学習発表会 
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